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平泉と苑池

佐　藤　嘉　広※

はじめに

　2011 年に世界遺産一覧表に記載された「平泉―仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺
跡群」は、特にも、さまざまな種類の仏国土を表現した浄土庭園が評価の対象であった。その後 10
年近くが経過して考古学的な成果についての蓄積が進んだことから、本稿では、浄土庭園以外の苑池
を含め、平泉における苑池の特徴と仏教的理想空間との関係性について再確認する。
　なお、本稿は 2019 年 11 月 14 日に岩手大学を会場として開催された研究会「平泉と長安―東ア
ジアにおける庭園史の比較―」（岩手大学創立 70 周年・2019 年度 UURR 事業／平泉世界遺産登録
８周年記念）における報告内容を基に編集したものである。

１　平泉の概要

　平泉は、日本列島本州島北部、北緯 39 度東経 141 度付近に所在する。11 世紀末から 12 世紀末
の約 100 年間、仏教色豊かな政治・行政上の拠点として発展した。1189 年、鎌倉幕府軍によって
攻め滅ぼされ、政治・行政関係施設は壊滅し、寺院等の宗教施設のみ残された。
　平泉を拠点として現在の東北地方ほぼ全域を支配したのは、奥州藤原氏である。先代が国司として
下向し、在地の有力者である安倍氏と姻戚関係を結んで勢力を伸長させたものの、中央政府軍に敗れ
たことから、一時全く勢力を失った。その後北上川中流域を拠点として勢力を回復し、11 世紀末に
は居館を平泉に移し、初代藤原清衡（？～ 1128）から二代基衡（？～ 1157 ？）、三代秀衡（？～
1187）、四代泰衡（？～ 1189）に至るまで平泉を拠点とする統治を行った。史料が少なく、それぞ
れどのような官職を得ていたか不明な点が多いが、秀衡は陸奥守という公的立場（1181 ～ 1183）
のもとに領域支配を行っていたことがわかっている。
　少なくとも陸奥守在任期間の支配領域は陸奥国の全域である。さらに、1150 年代の史料（台記　
宇槐記抄）によれば、出羽国内の荘園をも管理していたことが明らかであり、支配が東北地方一円に
及ぶと見られるが、地域により支配力に差異があると考えられている。本貫地である「奥六郡」と平
泉から相対的に近い地域には奥州藤原氏の一族が配される一方で、東北地方の南半域については、信
夫佐藤氏や岩城氏などの事例から、姻戚関係などの構築によって間接的支配を行っていたとも考えら
れている（入間田 2007、など）。
※　岩手県文化スポーツ部文化振興課
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　奥州藤原氏の支配権力の性格については、戦前からの人種論を経て 1970 年代前半にいたるまで、
中央政府からの独立性が強調されていたが、1970 年代なかば以降、中央政府に従属するものとする
見解が示され、現在においてもなお議論が続けられている。

２　12 世紀平泉の歴史的展開

　奥州藤原氏の居館（「平泉館」）は柳之御所遺跡の堀で囲まれた範囲にあたると考えられ、11 世紀
末ごろ、江刺郡豊田から平泉に移された。平泉と苑池との関係については、ここから 1189 年の滅
亡までの、約 100 年間のなかで考える必要がある。
　初代清衡は、まず、支配領域の南北の中心である関山の山頂に塔を建立し、南北路に沿って約
109 ｍの間隔で金色の傘卒塔婆を立てるとともに、関山全体を中尊寺の境内とした。関山中尊寺の
造営は 20 年以上をかけて徐々に進められ、清衡晩年の 1124 年に金色堂が、1126 年に鎮護国家大
伽藍が建立されたことが記録されている。
　阿弥陀如来がまつられる金色堂には、清衡が葬られたのち、３代秀衡まで各々を埋葬するための須
弥壇が個々に設置された。『吾妻鏡』には、金色堂の正方に館が構えられていたことが記録され、金
色堂と館とを結ぶ道路が発掘調査によって部分的に確認されているが、道路は、金色堂の造営と相前
後して構築された可能性が高い。また、現在、大池跡と呼ばれている苑池の遺構が、「中尊寺建立供
養願文」（以下、「供養願文」）に記される伽藍と見られていて、平泉における最初の浄土庭園として
評価されている。
　12 世紀の前半代には金鶏山頂に経塚の造営が開始された。金鶏山は標高 98 ｍほどの円錐形の独
立的地形ではあるものの、視覚的に特に目立つものではない。しかしながら、このころ以降、館内の
建物や毛越寺・無量光院などの伽藍、道などが、金鶏山を基点として配置されていったと考えること
ができる（図１）。

図 1　平泉の寺院等と苑池
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　館内に造営された苑池には、西の延長を金鶏山頂に向けた橋が設置された。ほぼ同時に、建物群が
南北方向を長軸として整然と配列されるが、この状態を金鶏山と関係する事象として把握することも
可能である。
　二代基衡によって造営された毛越寺については、12 世紀の毛越寺の一部を構成した観自在王院の
西側に隣接して車宿が設置され、その真北に金鶏山頂が位置している。両寺の伽藍は、いずれも南面
し東西方向を軸としている。毛越寺及び観自在王院では、それぞれ金堂（本尊薬師如来）と阿弥陀堂
に面して苑池が造営されている。苑池は、当時の作庭書（『作庭記』）を参照したと考えられ、洗練さ
れた仕上げとなっている。
　三代秀衡によって建立された無量光院は、東向きの本堂にまつられた阿弥陀如来を本尊とし、本堂
が構築されている島を含め、池中には３つの島が設けられている。苑池の東端から西側阿弥陀堂方向
の中軸線の延長上に金鶏山頂が位置している。無量光院は宇治平等院の地形をモデルとしたことが記
されている（『吾妻鏡』1189.9.22）。
　平泉においては、これらのほか、記録には現れず、発掘調査によってのみ明らかになった苑池が、
12 世紀初頭から複数造営されていたことがわかっている。

３　平泉の苑池に関わる近年の学術的成果

　2011 年の世界遺産登録以後を中心に、平泉の苑池に係る研究成果を紹介する。
　奈良文化財研究所においては、2000 年代から古代庭園に関する共同研究を実施し、その成果を報
告書として刊行している。2009 年に実施された「東アジアの理想郷と庭園」シンポジウムの記録は、
そのまま「平泉―仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群」推薦書の資料として、ユネ
スコへ提出されている。また、2011 年には、『平安時代庭園の研究―古代庭園研究Ⅱ―』がまとめられ、

「奥州平泉の庭園群」（粟野隆氏）など、平泉に関連する論考が収録されている。
　平泉の世界遺産拡張のための調査研究の一環として、2016 年には、平泉の庭園を政治権力との関
係で説明した「東北アジアにおける古代庭園と平泉文化」（劉海宇氏、『アジアにおける平泉文化』に
所収）が報告された。
　こうした論考に加え、継続される発掘調査によって明らかになった事実もまた、苑池に関する新た
な話題を提供している。以下、個々の苑池についての概略を紹介する。
（1）大池伽藍跡（鎮護国家大伽藍一区か？）

　関山中尊寺金色堂の東南約 100 ｍに
池の中心となる中島を有している（図
2）。平泉町によって発掘調査が継続さ
れていて（平泉町教育委員会 2012 な
ど）、藤島亥治郎氏による 1960 年代後
半の調査と合わせて、全体像が明らかに
なりつつある。現在では、大池伽藍跡
が「供養願文」に見られる「鎮護国家大
伽藍一区」であるとする見方が主流であ
る。
　最近の調査で明らかになってきたの

図 2　大池跡と周辺の仏堂等
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は、特に、池汀線の作り替えである。土器など出土遺物の分析から、12 世紀の前半に造営された池
が後半段階に規模が縮小されたと解釈されている。また、護岸形状についても、小円礫が貼られて化
粧された状態から、素掘りに変更されたと考えられている。
　このような調査成果が積み上げられる一方、従前から指摘されてきた課題が解決されたとは言い難
い。「供養願文」によれば、伽藍として三間四面檜皮葺堂、三重塔婆、二階瓦葺経蔵、二階鐘楼があり、
構造物として大門、築垣、反橋、斜橋などがあったとされるが、これまで、池底から橋脚跡等の遺構
は確認されていない。また、礎石建物跡が複数確認されていて、いずれかが経蔵にあたると推定され
ているが、これまでに出土した瓦は現時点の瓦編年に従う限り、いずれも 12 世紀中葉以降に製作さ
れた特徴を備えていて、1126 年段階の建物を葺くことは不可能である。
　したがって、大池伽藍跡を「鎮護国家大伽藍」として説明する場合において、「供養願文」の記述
と考古学的成果との対応関係については、依然解決されていない課題として残されている。
（2）毛越寺の苑池
　毛越寺の苑池は、近世には「大泉池」と記録されている。12 世紀当時の伽藍は 16 世紀末までに
すべて失われたが、寺院は現在まで持続し、苑池についても一定程度管理されていた。したがって、
苑池を構成している中島、築山、立石、出島、州浜などの要素は、基本的に 12 世紀以来変化してい
ないと考えられ、発掘調査の成果をも踏まえつつ、当時の状態が復元整備されている。池に面する金
堂（円隆寺）の本尊は薬師如来であるが、しばしば典型的な「浄土庭園」として紹介されている。
　2011 年３月と４月の地震によって立石の傾斜が増したことから、その修復のための発掘調査が行
われている。その結果、立石の基底部が深く島中に埋め込まれているのではないかという当初の想定
とは異なり、小礫が葺かれた島上にバランスよく安定的に据えられていたことが明らかとなった（図
３）。当時の作庭技術の高さを証明する要素がひとつ増加した。

　また、2017 年には、常行堂の改修
に伴い常行堂の北側の発掘調査が行わ
れている。この部分は現在の毛越寺境
内と弁天池（農水省管理地）との境界
付近にあたっていて、現在でも確認で
きるわずかな高まりを東西の通路とし
て用いている。調査の結果、この高ま
りが 12 世紀当時の築地であったこと
が明らかとなった（図４）。
（3）観自在王院跡の復元苑池
　大小２棟の阿弥陀堂の前面に池が構
築された。近世には「舞鶴池」として
記録されている。基衡の妻により造営
された寺院であるが、中世以降には寺

院としての機能を停止し、境内の一部が宅地化するとともに、苑池跡もまた、最近まで水田として利
用されていた。1950 年代から 1970 年代に発掘調査が行われ、それらの成果に基づいて「作庭記」
の記載を反映する復元整備が行われている。
　発掘調査によって、池への導水は境内北西の弁天池を起源とし、遣水には新旧２時期の作り替えが
確認されているが、復元整備はより装飾性の高い新期の遺構に基づいて行われている。

図 3　毛越寺庭園立石の下部構造（断面図模式図）
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　2017 年に現毛越寺境
内と弁天池間に検出され
た築地跡は、12 世紀に
おいて両者が一定程度区
分されていたことを示す
ものである。弁天池その
ものの性格については発
掘調査等が行われておら
ず不明な部分が多いが、
これらの事実は、弁天池
が円隆寺よりむしろ観自
在王院との関係が深いこ
とを補強している。
（4）無量光院跡の復元
　苑池
　無量光院の苑池（近世
の記録では「梵字池」）は、
阿弥陀堂の背後に位置す

る金鶏山とともに、現実世界に西方極楽浄土を表現しようとした。近年の発掘調査による無量光院跡
についての新知見は数多く、また、重要な事実が含まれている。

図５　無量光院跡の基壇と塼敷及び舞台状遺構

図 4　弁天池と毛越寺及び観自在王院跡
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　まず、本堂が建立されている中島の東側正面に張り出すような状態で、池中に３間×３間の総柱遺
構が検出された（図５）。この遺構は、浄土変相図などに描かれる仏堂前面の池中に浮かぶ舞台状の
施設と考えられている（平泉町教育委員会 2012 など）。1952 年の調査の際、東小島において３棟
の礎石建物跡が確認され、その中の一つが舞台と解釈されていたが、再検討を迫られている。
　次に、苑池の構造や形状について（図６）。境内の北東部を横断する道路によって北東側の苑池の

規模や形状が不明であったが、道路
改修に係る発掘調査が行われ池の範
囲が明らかになるとともに、北東側
に排水溝が延びていることが確認さ
れた（岩手県埋文センター 2014）。
また、阿弥陀堂の北翼廊の延長部分
では、汀線が入江（岬）状に入り組
むことが確認され、その部分におい
ては小礫貼りによる州浜が形成され
る可能性があることが指摘されてい
る（平泉町教育委員会 2015）。
　苑池以外の範囲でも、新知見がも
たらされている。
　まず、東側の柳之御所遺跡と接す
る猫間が淵への張り出し部分につい
て。阿弥陀堂や苑池が所在する面か

ら 2.3m 下がっている。この範囲を無量光院の旧境内に含めるべきか否かについては議論が必要であ
るが、この東側低地部分では、東西方向に橋脚状の遺構が検出され、柳之御所遺跡（館）との連続性
が補強された（岩手県教育委員会 2018）。旧境内の北辺から東辺にかけて延びている無量光院を区
画している土塁は、この部分においては認められず、逆に、急傾斜面が造成されるとともに、平坦面
が盛土されて構築されている（平泉町教育委員会 2018）。これより、真東の猫間が淵に舌状に張り
出している土堤については、従来から想定されているように人工的に構築された土橋状の遺構である
可能性が高まった（図７）。
　次に、旧境内の東側土塁の外側で確認された石敷遺構と、それに伴うと考えられる築地跡及び門状
の遺構である。これらは、12 世紀後半代（1181 年以降か？）の構築と考えられている無量光院跡
土塁の下層で検出され、また、出土遺物からも 12 世紀前半代にさかのぼる可能性が指摘されている。
遺構の性格は今後の詳細な検討を待つ必要があるが、瓦が出土していることなどからも、無量光院に
先行する寺院跡と推定されている（平泉町教育委員会 2019）。仮に寺院跡であった場合、文献記録
には現れないながらも一定の格式を持っていたことは明らかである。中島では、阿弥陀堂基壇の下層
において、軸方向を異にする遺構が確認されているが、これらとの関係は現時点では不明である。
　次に、擦文土器と見られる土器片の出土について。旧境内南側コーナー付近の土塁の下層遺構から、
土器片が少量出土した（平泉町教育委員会 2019）。奥州藤原氏が北方世界とのつながりにおいて蓄
財していったことがさまざまな記録類から論じられているが、物として、考古資料として説明される
ものは少ない。これらの土器片は、平泉成立段階における北方世界との関係を物語る貴重な資料とな
る可能性があり、どのような文脈で平泉にもたらされたか興味深い。同時に、平泉における 11 世紀

図 6　無量光院跡の近年の発掘調査成果１（四方土塁内）
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末～ 12 世紀初頭の活動痕跡は、これまで、柳之御所遺跡と中尊寺境内においてのみ顕著であったが、
今回の成果に 1950 年代の花立廃寺、2000 年の花立Ⅱ遺跡、2007 年の花立窯跡の調査成果などを
加えた場合、花立山を中心とする金鶏山東麓においてさまざまな活動が行われていたことを注目すべ
きと考えている。
　最後に、無量光院そのものの活動時期について。これまでも 1189 年の奥州藤原氏滅亡以降の痕
跡が明らかでないことが指摘されていた。1288 年（正応元年）「関東下知状」（『平泉町史』所収）
では、岩井・伊澤郡内における地頭と寺領民との争論が裁定されているが、その文中 1263 年（弘
長 3 年）の下知状が引用されている。
　毛越寺・円隆寺幷新御堂供僧教圓等与柏崎村地頭等争論事也
　ここにいう「新御堂」は、すでに往時の財力を失った毛越寺の新伽藍とは考え難く、1189 年時と
同様に無量光院を指すと考えられる。また、僧教圓が両寺に関わっていたことが示され、今日、無量
光院跡の中島と東小島について、毛越寺が所有・管理していることの端緒としても考えられる。

４　柳之御所遺跡（館）の苑池

　館の苑池について再検討する。
　1990 年、堀内部地区の南西部で苑池が発掘された。池の東側から北東側では、四面庇建物が複数
回建て替えられていたことが確認されていて、12 世紀中ごろ（基衡期～秀衡期前半）の「平泉館」
の中心部分にあたると目されている。
　池は、12 世紀後半に一度大きく作り替えられ、2 段階の変遷として把握されている。当初の池は
12 世紀中葉に構築され、素掘りで、東側が長く伸びる馬蹄形を呈している。暗渠が構築され西側に

図 7　無量光院跡の近年の発掘調査成果２（柳之御所遺跡及び金鶏山との関係）
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排水している。池の東側については元の地形が削平され、遺構が検出されなかったことから場の推定
が困難であるが、井戸跡などの深く掘り込まれる遺構は構築されていないことが明らかである。池に
は東西方向に橋が架けられるが、その西側延長は、猫間が淵の橋状遺構及び土堤に延び、さらに無量
光院跡苑池の北側の汀線（北翼廊からの延長にあたる）を経て、金鶏山頂に向かっている。
　新期の池跡は、旧期の池護岸に粘土を張り重ね、玉石を葺き、景石状の石を配列している。この段
階では、橋は撤去されたと見られている。排水については、南側に延びる素掘りの溝を用いたと考え
られる。また、新期の池の時期の主要な建物跡は、池から少し離れた北東側で確認されている。
　柳之御所遺跡の苑池の性格については、これまでもいくつか見解が出されている。池付近の井戸跡
から寝殿造風の建物が墨描された折敷が出土したことなどから、寝殿造系の庭園とする見方が主流で
ある（金丸 1993）。かつて、柳之御所遺跡堀内部地区を秀衡の常居所である「加羅御所」とする意
見があったことも、寝殿造系苑池との見方を増幅した。また、周辺の井戸跡から瓦が多数出土するこ
となどから、池付近に瓦葺の持仏堂があったとする意見もある（上原 2001）。このような見方と相
反するものではないが、東アジアの諸王朝においては、王宮に付属する苑池が広く確認されていて、
支配者の属性としての見方も提示されている（劉 2016）。
　苑池の特徴について補足的検討が必要なのは、池に対する給導水施設が明らかでないことである。
これは、平泉における他の種類の苑池に比して特異である。
　堀内部地区では、井戸跡が 70 基以上発掘されていて、様々な深さに掘られている。遺跡の地下に
は、深さの異なる帯水層が３層あることが確認されていて、井戸跡の深さの違いは、湧水のために用
いられた帯水層の違いに由来すると考えられる。最上層に位置する帯水層を利用したと考えられる井
戸跡は、掘削深度も浅い。こうしたことから、池の給水についても最上位の帯水層に関わる自然湧水
を用いたと考えることが可能である（岩手県教育委員会 2007）。

５　その他の苑池

　平泉中心域では、寺院に伴う浄土庭園、館に伴う苑池のほか、社殿等に伴う苑池が確認されている。
毛越寺の四方鎮守のひとつとも目されている白山社は、現在の社殿の東・北・西の三方が高さ３メー
トル近い土塁と上幅６m 前後の堀に囲まれている。池は社殿の南側に造営されていて、南西から北
東方向に橋脚遺構が列状に発掘されている。池護岸は、人頭大の礫を 20 度前後の角度で積み上げて
構築されている。池底から鏡が出土していることなどは、神社に付属する苑池の特徴をよく表してい
る。出土土器から、12 世紀中葉の造営と見られる。
　また、平泉中心域から南西に 6 キロほどの場所に達谷窟西光寺が位置し、その毘沙門堂に面して
苑池が現存している。12 世紀当時の苑池の規模や構造については、後世の改変が著しいため今後の
調査を待つ必要がある。トレンチ調査で確認した限り、護岸形状は白山社の苑池のそれと類似する。

６　池への導水

　これまで見たように、平泉中心域では、浄土庭園、館（政庁（居館））に付属する苑池、神社に付
属する苑池が造営された。それらは、平泉における奥州藤原氏による支配の歴史とそのまま対応する

（表 1）。
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表１　12 世紀平泉の主要苑池

　 寺院等名 仏堂等名 本尊 苑池名
（通称等） 護岸形状 造営時期

1 関山
中尊寺

多宝寺？ 釈迦／多宝 三重池 石積み 12C 前葉
鎮護国家大伽藍 三間四面堂 釈迦 大池 素掘り 12C 前葉

2 毛越寺
円隆寺 金堂 薬師 大泉池 玉石州浜

  12C 中葉
     ～後葉 観自在王院

阿弥陀堂 阿弥陀 舞鶴池 玉石州浜
― ― 弁天池 不明

3 無量光院 阿弥陀堂 阿弥陀 梵字池 素 掘（ 一 部
玉石敷） 12C 後葉

４ 白山社 白山社社殿 ― 石積み 12C 中葉
５ （花立Ⅱ） 不明（瓦葺） ― （玉石州浜） 12C 前葉

６ 平泉館 主要建物 素掘 /
玉石州浜

  12C 中葉
     ～後葉 

参考 達谷窟 毘沙門堂 毘沙門天 蝦蟇池 石積み 12C

　苑池の造営にあたっては、池への給排水を確保することが最重要課題となる。加えて浄土庭園の場
合は、仏堂や周囲の山容など、周辺景観との調和が求められる。さまざまな条件を考慮しながら、平
泉の苑池造営が 100 年間にわたって進められた。
　便宜的に 12 世紀を前葉・中葉・後葉の３期に区分し、100 年間の段階的な苑池造営と平泉の微
地形との関係を検討する。（図 8）

図 8　平泉における苑池への導水構造

　前葉に造営された苑池は、中尊寺伝三重池、鎮護国家大伽藍苑池（大池跡か）、花立Ⅱ遺跡苑池で
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ある。これらは、中心域の西側に偏在する。いずれも山裾の傾斜変換点付近に構築される。大池跡を
除き、遺構としての導水路は確認されていないが、地形的特徴から、いずれも背後の山からの流水を
利用していたと見られる。
　中葉に造営された苑池は、毛越寺苑池（大泉池）、観自在王院苑池（舞鶴池）、白山社苑池、「平泉館」
苑池である。毛越寺の苑池は、背後の山の中腹を給水源として平坦面まで流し、そこから緩やかな遣
水を構築して導水している。観自在王院の苑池については、すでに記したように、西北に位置する弁
天池から緩やかに導水し、東側に排水している。白山社苑池は、中心域西側の金鶏山麓から東側に延
びる「鈴沢」を利用していると見られている。しかし、「館」の苑池については、その西側の猫間が
淵の沢地形を利用することなく、地下の自然湧水を利用している。
　後葉に造営された苑池は、無量光院梵字池が代表的である。現在、花立山山麓にあたる無量光院跡
の西側に農業用のため池（花立ため池）が構築されていて、そこから農業用水路が東側に延びるが、
12 世紀の導水路でもあったと見られている。
　そのほか、小規模であるが、12 世紀中葉から後葉のいずれかの段階に造営された苑池として、志
羅山遺跡（66 次調査）の池と花立遺跡の池が発掘されている。いずれも、平泉中心域の西から東に
傾斜する自然の沢地形を生かしながら、池の西側から導水して東側に排水している。

７　まとめ～「館」の苑池の特異性

　池への給水という観点からみた場合、「平泉館」の苑池は特異である。平泉中心域に造営された他
の苑池が、地形の傾斜などを利用して恒常的な給水が保証されるのに対し、自然湧水を利用した「館」
の池への給水は、井戸涸れと同様の事態が発生する可能性を抱えていて、不安定なものであったと考
えられる。それにもかかわらず、あえて中心建物に近接して池を構築したことは、奥州藤原氏の政庁

（居館）にとって、池が不可欠なものとして認識されていたことを物語っている。
　12 世紀中葉、基衡は「館」の主要建物の南西に池を穿ち、橋の真西の延長を、山頂に経塚が造営
された金鶏山頂に向かうように構築した。可能性の域を出ないものの、瓦葺の小仏堂も存在していた
と見られる。池と金鶏山との関係及び東西南北正方位を基調とする建物等の配置は、毛越寺の地割方
向とも一致し、西方極楽浄土の観念とともに、金鶏山を介した毛越寺との関係についても説明するこ
とができる。
　奥州藤原氏は仏教的理想を掲げて領域全体 6.7 万平方キロを支配しようとしたが、その中心が平
泉である。東を北上川、南を太田川、北を衣川に囲まれた約 5 平方キロの範囲に、寺院が集中し、
浄土庭園が造営され、為政者の政庁（居館）が置かれ、聖なる山の山頂に経塚が営まれた。それぞれ
の寺院境内を釈迦、薬師、阿弥陀の仏国土（浄土）の表現に見立てつつ、金鶏山を中心として為政者
の仏教的理想空間を造形しようとした。
　このような前提において、給水に課題を抱えつつも造営された館の苑池は、為政者の理想空間を構
成する要素として必須であった。それは、平泉が、律令体制と仏教文化圏そして漢字文化圏の東端に
形成された東・北アジアの王都のひとつとしての特徴を保持していると説明できるものである。
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